ボイス モニター システム 


AT-VM200 


取扱説明書 (Daudio-technica 

お買い上げありびとラございまず。ご使用の前にこの取扱説明書は必ずお読みのラえ、正し<ご使用<ださい。 
また、保証書と一緒にいつでちずぐ読める場所に保管しておいて<ださい。 


※本製品は、難聴の方の聞こえの改善を目的とした製品（補聴器）ではありません。 


まを上のを意 


本製品は安全性に充分な配慮をして設計していますが、使いかたを誤ると事故が起こることがあります。事故を未然に防ぐために 
下記の内容を必ずお守り <ださい。 


A 危険 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷を負ラ可能性び切迫しています」を意味しています。 

A 警告 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷を負ラ可能性びあります」を意味しています。 

A ま意 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者び傷害を負ラ、または物的損害び発生ずる可能性びありまず」を意昧していまず。 


本がについて 


A 警告 


• 異常に気付いた6使用しない 

異常な音、煙、臭いや発熱、損傷びあった5、すぐに電池を抜き、 
お買い上げの販売店か当社のサービスセンターに修理を依頼して 
くださし、。 


♦ イヤピースは幼兒の手の届かない場所に保管ずる 

イヤピースを飲み込んだ場合はすぐに医師の診察を受けてください。 
窒息のおそれびあります。 

♦自動車、パイク、自輯車など乗り物の運輯中には絶対に使用しない 

交通事故の原因となります。 


A を意 

• 大音量で長時間使用しない 

♦濡れた手で軸ったり、かをかけたりしない 

聴力に悪影響を与えることびあります。 

感電、けびの原因となります。 

• 本製品を使用中に気分が悪くなったり、肌に異常を感じた場台は 

♦ベンジン、シンナー、接点復活保護液などは使用しない 

ずぐに使庙を中止ずる 

変形、故障の原因となります。 

違和感びある場合は医師の診票を受けてください。 

♦ 同個のポリ袋は幼児の手の届ぐ巧や火のそばに置かない 

•分解や改造はしない 

事故、火災の原因となります。 

故障、火災の原因となります。 

♦ 強い衝撃を与えない 

• 义気に近付けない 

感電、故障、乂災の原因となります。 

変お、巧障の原因となります。 



電池について 


指定電池付属の専用充電池 


※市販の単4形乾電池ち使用でをまず。 

※市販の乾電池や充電池は本製品は充電でをません。 


_ A ち険 _ 

• 電池の液が目に入ったときは目をこず5ない 

すぐに水道水などのされいな水で充分に洗い、医師の診票を受けてください。 


鎮 

Ni-MH 


■お願い 

ニッケル水素電池は U サイクルでさます。不要になった 
ニッケル水素電池は+ (プラス）端子にテープなどを貼り 
付けて絶縁してから充電式電池の U サイクル協力店にお持 
ちください。充電式電池の回収- U サイクルおよび U サイ 
クル協力店については、社団法人電池工業会ホームページ 
http://www.baj.or.jp をご覽ください。 


A 警告 


• 幼巧の手の届く所に置かない 

電池を飲み込んだ場合はすぐに医師の診察を受けてください。窒息や 
巧臓への障害のおそれびあります。 

•义の中に入れない、加熱、分解、改造しない 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

•極性通りに入れる 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

• 液漏れした電池はずぐに取り出し、液は素手でさわ5ない 

-幼児びなめた場合はすぐに水道水などのをれいな水で充分にラびいを 
し、医師の診雲を受けてくださし、。 

■皮膚や衣服に付いた場合は、すぐに水で洗い流してください。皮膚に 
違和感びある場合は医師の診雲を受けてください。 

. バッテ U —ケースに付いた液をよく}式を取ってか5、新しい電池を入 
れて<ださい 


♦ 硬質や力半など金属製のものと一緒の場所に置いたり、電池の+と一 
を接続しない 

ショート状態にな0液漏れ、発熱、破裂の原因にな0ます。 

♦ 長時間使用しない場合は電池を取り出ず 

液漏れによる故障の原因になります。 

参付属の巧電器 la がで巧電しない 
故障や火災の原因にな0ます。 

参室温の高い場所では巧電しない 

充電池は充電時、温度び高< な0ます。室温び高いと電池の祟化をお 
を、寿命び短くなる恐れびありますので、室温 scrcuTF の環境で充 
電してください。また充電中は、本体に触5ないでください。 
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♦ 外装ラベルがはがれた電池は使用しない、ラベルをはびさない 

ショート状態にな0液漏れ、発熱、破裂の原因にな0ます。 

♦ 落下させたり強い衝撃をちえない 
液漏れ、発熱、破裂の原因にな0ます。 

♦ 変おさせたりパンダ付けしない 

液漏れ、発熱、破裂の原因にな0ます。 

♦ ly 下の場所で使用、放置、保管しない 

直射日光の当たる場所、高温高湿の場所、炎天下の車内 
液漏れ、発熱、破裂、性能低下の原因にな0ます。 


AmM 

♦ 保管、廃棄の場台は端子部をテープなどで絶縁ずる 

ミ夜漏れ、発熱、破裂の原因にな0ます。 

♦ 水に濡5さない 

発熱の原因になりまず。 

♦ 指定の電池 1 U 列使用しない 

ミ夜漏れ、発熱、破裂の原因にな0ます。 

♦ 使巧済みの電池は自治体の所定のち法で処分ずる 
環境保全に配慮してください。 


AC アダプターについて 


) 


A 警告 


♦ AC 100 VW がの電源には使用しない 

過熱による火災など事故の原因にな0ます。 

♦ 本製品む列には使用しない 

過熱による火災など事故の原因にな0ます。 

♦異常（音、煙、臭いや発熱、損傷など）に気付いた5使用しない 

異常に気付いたらすぐに使用を中止して、コンセントか5抜さお買い 
上げの販売店か当社のサービスセンターに連絡してください。 
そのまま使用ずると、火災など事故の原因にな0ます。 

♦ コードを伸ばして使用ずる。釘などでの固定や束ねたままでの使用は 
しない 

過熱による火災など事故の原因にな0ます。 

♦ コンセントや本体にプラグを差し込むときは根元まで確実に差し込む 

過熱による火災など事故の原因にな0ます。 

♦ コードを引っ張5ず、プラグを持ってまっすぐ巧き差しずる 

断線、故障の原因にな0ます。 


♦ コードの上に物を置いたり、敷物や家具などの下に入れたりしない 

断線、故障の原因になります。 

♦分解や改造はしない 

感電によるけびや、火災など事故の原因にな0ます。 

♦ 強い衛撃をちえない 

感電によるけびや、火災など事故の原因にな0ます。 

♦ 濡れた手で軸れない 

感電によるけびのおそれびありまず。 

♦ 巧などでおおわない 

過熱による火災など事故の原因になります。 

♦ プラグにたまったほこりなどは乾いた巧で定期的に}式き取る 
過熱による火災など事故の原因になりまず。 

♦ペンジン、シンナー、接点復活剤など薬品は使用しない 
変形、故障の原因になります。 


_么江意_ 

♦ 長時間使用しないとさは、コンセントか6抜く ♦ 通電中の AC アダプターに長時間軸れない 

省エネルギーにご配慮<ださい。 低温やけどの原因になることびあ0ます。 

♦ 足に引つかかりやずい場所にコードを引さ回さない 

故障や事故の原因にな0ます。 


使用上のを意 


参本製品の電源を入れる前に音量を最ルにしてください。 

参本製品を使用する際、集音マイクにイヤホンを近付けたり、イヤホンを手などでおおわないでください。「ピー」といラ大をな音 
(八ウ U ング）が出る場合があります。 

参乾燥した場所では耳にピ U ピ U と刺激を感じることがあります。これは人体に蓄積された静電気によるちので、本製品の故障では 
ありません。 

参直射曰光の当たる場所、暖房器具の近<、高温を湿やほこりのをい場所に置かないで<ださい。 

また水がかか6ないよラにしてください。 

参本製品は長い間使用すると、紫外線（特に直射日光）や摩擦により変色することがあります。 

参本製品をそのままバッグやポケットなどに入れるとコードが引つかかり、断線の原因になります。 

必ず付属のポーチに収納して<ださい。 

参コードをコント□—ルボックスに卷さ付けないでください。断線の原因になります。 

参急激な温度変化や、直射日光、結露、砂、ほこりや電気的な衝撃を避けて<ださい。 

また駐車中の車内には、絶対に放置しないでください。 
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使用上のを意（つヴを) 


,_ 巧電について _ ) 

参初めて巧電を行なったとさや長い間使用しないとさは、巧電池の持続時間が短くなることがあります。 

何回か巧放電を繰り返すと、充分に充電できるよラになります。 

参 L ソ下の原因などにより、充電中に異常があると、充電が完了していなくてもランプ（ホ）が点滅することがあります。 

•動作保証温度範囲（〇で〜40で）から外れる場合 
この場合、ちラー度上記の温度範囲内で充電を行なって<ださい。 

それでち巧電されない場合は、当社のサービスセンターにご相談ください。 

参電池を使い切らない5ちに巧電を繰り返すと、巧電状態とは無関係に電池が消耗するメモ U —効果と呼ばれる現象が起をます。 

その場合、一度電池を使い切ってから充電して<ださい。 


内容物の確認 


本製品をご使用になる前に、下記内容物びすべてそろっていることを確認してください。万一、内容物に 
不足や損傷びある場合は、お買い上げの販売店または当社相談窓□までご連絡ください。 



• 集音器本体 



〇 〇 


〇 〇 
0 0 
〇〇 


- XS サイズ X 2 個 

• S サイズ X 2 個 
• M サイズ X 2 個 

• L サイズ X 2 個 

(M サイズは本製品に装着されていまず) 


♦専用 ポーチ ♦イヤ ピース 



♦単4お専用巧電池 
X 2 本 



消耗品について 


♦イヤピースは消耗品です。保をや使用により劣化しますので、嵌合がゆるくなるなどの劣化が見られた場合は、お早目に交換して 
ください。 

参充電を繰り返すと電池の容量が減少してきます。使用時間が短くなってさました5、なるべく早く新しい専用巧電池と交換される 
ことをおすすめいたします。 

♦イヤピースや、付属充電ミ也は消耗品のため保証の対象がになります。交換可能ですので、販売店でごま文いただくか、当社サービス 
センターにお問い合わせください。 
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る部のを输と機能 


※ご使用になる前に、下図を参考にを部をご確認ください。 


集音器本体 


左ち ( L / R ) 
表示位置 



イヤホン 


(コード長：約 0.6 m ) 
※取り外しはでさません。 


集音マイク 




会話モードランプ 

会話モードのとさ点灯しまず。 

おでかけモードランプ 


左側には、指で触って 
わかるよラに己形状び 
ありまず。 


おでかけモードのとさ点灯しまず。 


モード切換スイッチ 


通常モード/会話モード/おでかけモード 
の3種類のモードを切り換えまず。 


電源ランプ 


電源入時は緑色で点灯しまず。 

電池残量びかな< なると緑色で点滅しまず。 
充電中はホ色で点なしまず。 


音量つまみ 


音量の大ささを調整ずるつまみでず。 


電源スイッチ 


電源入/切スイッチでず。 


ここから周囲の音を 
集音しまず。 


イヤピース 


コント □— J レボックス 


クリップ 


ストラップ取り付け部 _ 

付属のストラップを取0付ける 
ことびでさまず。 



クリップで、陶ポケットなどに挟んで 
固定ずることびでさまず。 


屬風 


充電端子 


(電池カバーをタルた状態） 


左ちパランスつまみ 

イヤホン音量の左ちの 
バランスを調整ずるつ 
まみです。 
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巧電のしかた 


本製品をお買い上げ時は付属の充電池は完全には充電されておりません。 

初めてご使用になるとさは充電する必要びあります。※] 

充電の際のを意事項は、【使用上のを意一充電について】に記載していますので、併せて確認して<ださい。 


1,ク U ップを回転させコントロールボックス裏側にある 
電池カバーをスライドさせ開けて<ださい。 

①ク U ップを回転して ③電池カバーを上方向に 

電池カバーをスライド 持ち上げて外ず 

させる 




呂，電池ボックス内の@ ©の極性表示に合わせて付属の 
充電池を2本とち入れて<ださい。 

(市販の単4形乾電池ち使用でさますび、充電はでさません。) 



3 . 外した電池カバーを本体にセツトしてください。 

電ミ也カバーは確実に□ックするまで差し込んでください。 




①電池カバーのツメを ⑨電池カバーをスライドし 

本体の巧に差し込む 確実に□ックずる 



5 . 本製品の電源スイッチを「切」にし、下図のように 
充電器に差し込み充電して < ださい。※3、4、已 



充電びはじまると電源ランプびホ色で点灯しまず。 

充電時間は約2時間半でず。※6 

充電び完了ずると電源ランプび消灯しまず。 


4 . 付属 AC アダプターの DC 出カプラグを充電器の外部 
電源入力端テに差し込み AC アダプターを AC コンセ 
ント （100 V ) に差し込みまず。※2 


方而巧 
巧 巧 巧 



付属の専巧アダプター外のアダプターは 
使用しないでください。 


《1本製品では付属の充電池のみ充電でをます。市販の乾電池や 
充電池は充電でをません。 

《2充電しないでスタンドとしてご使用の場合 、 A C アダプター 
を抜いて ください。 

《3平らな場所で充電してください。 

《4充電びはじまると自動的に電源び切れますび、念のため電源 
スイッチを「切」にしてから充電してください。 

※已底の充電端テび巧れているとを充電でをないことびあります。 

充電端テの巧れを落としてから充電器に入れて<ださい。 

※日空の充電池を充電するための目まの時間です。前回充電した 
分の電池残量び残っている場合には、短い時間で充電完了と 
なります。 


己 



































巧いかた 


1. 電源スイッチび「切」になっていることを確認してく 
ださい。 

また、音量つまみを最ルにしてください。 



3. 電源スイッチを「入」にしてください。 
電源ランプび点打しまず。 

電源ランプび点好しなかったり、 



5使い終わったら、必ず電源スイッチを「切」にして 
■ ください。（電源ランプび消好しまず。） 

音量つまみを数字のルさい方に回してください。 



2. イヤホンを左も表示の通りちに装着してください。 



4. 音の大ささを音量つまみで調整して<ださい。 
数字び大さ < なると音び大さ < な0まず。 



ルぐ大 


※イヤホン片方のみでのご使用時や電源び入ったままのイヤホンの脱着時、または使用中にちをおおったりずると、 
「ピー」といラ大さな音（八ウリング）びずることびありまず。 


音量の左ちバランス調整 


電源カノ（一の中に左ちの音量ノ（ランスを調整するつまみびあ D 
ます。 



• 左側につまみを回すと、左側の音声び強調されます。 

• ち側につまみを回すと、ち側の音声び強調されまず。 

• 音声を聞さなびら、左ちの音量バランスを調整してください。 


イヤ ピースの サイズ 


• イヤピースのサイズ/種類について 

本製品は、4サイズのシ U コンイヤピース XS 、 S 、 M、L 
を付属しており、お買い上げ時は M サイズび装着されてい 
ます。快適にお楽しみいただくために、イヤピースのサイズ 
を換えて、ちに収まりのよいちのに変更してください。 

• 交換のしかた 

イヤ ピースを かし、新しいイヤ ピースを 斜めから押し当てま 
す。（図参勵 

内側を広げるように強く押し込み、 

奥までしっかり取り付けてください。 

※イヤピースび外れにくい設計にし 
ているため、取り付けびをつくなつ 
ています。 



巨 











































































































巧いかた（つヴを) 


モードの切り換え 


周囲の状況に合わせて、モードを切り換えることびでさまず。 


おでかけモード表示ラン プ 

会話モード表示ランプ 

※ランプびついていない時 
は通常モードになりまず。 


モード切換スイッチ 



• 工場出荷時は通常モードでず。 

• モード切換スイツチを押ずと、通常^会話^おでかけ^通常 
>の順に切り換わりまず。 

• 電源を切ってを、設定したモードび保持されまず。 


通常モード 

バランスの良いモードでさまざまな状況でお使いいただけ 
ます。 

会話モード 

言葉の聞さ取りやすさを重視したモードです。 

おでかけモード 

屋外での使用時に騒音や風切音を抑え、聞さ取りやす< し 
たモードです。 


♦使巧ちによって、モード切り換えの効果び表れにくい場合をありまず。 


お手入れのしかた 


■ 本体について 

乾いた巧で本体のちれをおいてください。 


■ マイクについて 

集音マイク部は、繊細なため触らないよラにしてください。故障の原因になりまず。 

■ コードについて 

汗などで巧れた場合は、使用後ずぐに乾いた巧でおいてください。巧れたまま使用ずると、コードび劣化して固く 
な0、故障の原因にな0まず。 


■ イヤピースについて 


イヤピース接触面（図参照）は、イヤピースを通して皮脂などの巧れび付着しまず。 
巧れび付着したまま使用ずると、イヤピースび外れやずくなりまず。こまめに巧れ 
を拭いて < ださい。 

なお、音び出る部分は繊細なため、触らないよラにしてください。故障の原因にな 
りまず。 

イヤピースはへッドホンから取り出し、ラずめた中性洗剤で手洗いしてください。 

洗ミき後は、乾いてからご使用<ださい。 

※一度外したイヤピースを取り付ける際は、確実に取り付けられているか確認して 
ください。脱落したイヤピースをちに残ったままにずると、けびや病気の原因に 
なりまず。 
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巧障かな？と思った 6 


Q 1. 音が出ない 

A 1. 電池の向きは正しいでずか？ - 向きを確認してください。 

K r 充電のしかた」を参照 

A 2 .電池び消耗していませんか？ -電池を充電して<ださい。 

V して < ださい。 

A 3 .電源スイッチび「入」になっていまずか？ボ U ユームび最ルになっていませ 
んか？（電源ランプはついていまずか？） 

K r 使いかた」を参照して 

V ください。 

Q 2. 片側の音だけが聞こえる 

A 1 . 左ちのバランスつまみび左ちのどちらかに回っていませんか？ 
^左ちバランスつまみを調整して<ださい。 

|\ 「音量の左ちバランス調整」 

V を参照して < ださい。 

Q 3 .八ウリング （ r ピー音」）がする 

A 1. イヤホンを装着ずる前に電源スイッチび「入」になっていませんか？ 
^イヤホンをちに装着してから電源スイッチを「入」にしてください。 


A 2 .イヤホンを装着ずる前にボ U ユームび riOJ になっていませんか？ 

^イヤホンをちに装着ずる前にボ U ユームを最ルにしてください。 

r 使いかた」を参照して 
v ください。 

A 3. イヤホンを片方だけ使用していませんか？使用中に耳を覆ったりしていませ 
んか？ 



テクニカル データ 


本体部 


マイク部 


♦周波数特性 ： 700〜4,000 Hz 

(モードにより可変しまず) 


♦型式 
♦指向特性 


♦電源 


♦連続使用時間 
♦外形寸法 
♦質量(電池含まず) 

♦コード長 


♦感度 

DC 2.4 V 一な 

(付属の専巧充電池 X 2本） <- F 7 T \^ p |5 

または DC 3 V (単4形乾電池 X 2本） ♦ドライバー 


約24時間（満充電時) 


♦インピーダンス 


W 已 7 XH 已 7 XD 2 ]mm 
約已已居 
0.6 m ( Y 型*) 

* 左ちのコードの長さび同じでず。 


ホ扇 BE 

化 巧な 
•電源電圧 
•消費電力 

付属品 


エレクトレツトコンデンサー型 
全指向性 

-44 服 （0 服=1 V / PaJkHz ) 


:ク ]0 mm 
: 16 Q 


: DC 曰 V 
: 4 W 


•イヤピース （ XS 、 S 、 M 、 L) 


•充電池 （ RB 4 H ) 

• AC アダプター ( AD - SD 0 曰] 0 AH ) 


♦専用 ポーチ 
•ストラップ 


別売 

•交換イヤピース： ER - CKM 已已 

(改良などのため、予告な<変更することがあ0まず。) 


アフターサービスについて 

本製品をご家庭用として、取扱説明や接続-ミ主意書きに従ったご使巧に 
おいて故障した場合、保証書記載の期間•規定により無料修理をさせて 
いただきます。修理びできない製品の場含は、交換させていたださます。 
お買い上げの隙の領収書またはレシートなどは、保証開始曰の確認のた 
めに保証書と共に大切に保管し、修理などの際は提示をお願いします。 


株ぶをながーティがテマニ/! 

〒 ] 94-8666 東京都町田市成瀬22□目 
http :// www . auciio - technica.cojp 


お問い台わせ巧 (電話受付/平日目：日日〜 17:30) 

製品の仕様•使いかたや修理•部品のご相談は、販売店または当社相談 
窓口およびホームページのサポートまでお願いします。 

•相談窓□(製品の仕様•使いかた）画， 0120 -773-417 
(携帯電話 -PHS などのご利用は日 3 -目 74 巨-日 2]]) 

FAX :日 42-73 日-目12日 E メール： support @ auclio - technica . co.jp 
•ヴービスセンター(修理•部品）函， 0120 -887-41 巨 
(携帯電話 -PHS などのご利用は日 3 -目 74 巨-日 2] 2) 

FAX : 日 42-73 目-日に日 Ey — ル； servicecenter 趣 audiotechnica.c 曰. jp 
•ホームページ（サポート） 
www . audio - technica . co . jp / atj / support / 
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132310370 




























